
（百万円）

分子の構造
年度 H22 H23 H24 H25 H26

6,235 6,072 5,526 5,014 4,880

15 10 5 - 58

749 654 522 422 379

301 259 210 161 112

682 811 767 713 649

- - - - -

- - - - -

- - - - -

3,585 3,997 4,066 4,657 4,861

886 820 751 682 613

4,783 4,728 4,667 4,450 4,505

▲ 1,273 ▲ 1,738 ▲ 2,454 ▲ 3,478 ▲ 3,902

※平成27年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく将来負担比率を算出していない団体については、グラフを表記しない。
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（8）将来負担比率（分子）の構造（市町村） 平成26年度 北海道幌延町

（百万円）

平成22年度分の起債から最短償還年限で返済す

ることによる効果で、年々将来負担額が減少させ

ることができた。

今後も、将来に多額の負担を残すことのないよ

う基金残高とのバランスを図りながら、健全な財

政運営に努める。
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